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「今金町生涯学習情報誌いまナビ」は毎月の広報紙「広報いまかね」では掲載しきれない教育関係の記

事をはじめ、所属団体の活動情報、教育関係委員のコラムを掲載し、町民の皆様に教育関係事業の情報

をお知らせするものです。年４回、町内全世帯向けに発行しています。どうぞご覧ください。 

                              

  令和5年3月2日、今金町民センターを会場に約50名の参集のも

と、標記フォーラムが開催されました。 

 冒頭、教育委員会事務局の宮本主幹から今回の北海道遺産の選定に

至る経過について説明があり、その後、昭和63年度に美利河砂金採

掘跡の調査を担当された北海道埋蔵文化財センター・長沼孝理事長か

ら「今金・美利河の金山遺跡とは」と題して基調講演が行われまし

た。調査時の写真やこれまでの研究成果から、当時の砂金採掘の様子

等を解説され、参加者は興味深く聞き入っていました。 

 パネルディスカッションでは関連団体の３名を迎え、下記のとおり

意見や提案がありました。 

 

 

  

 

 

 司会を務めた教育委員会の永井章委員は、「北海道遺産を目当てに

多くの観光客の来町が予想される。まずは町民でこの遺産について学

び、活用に関わる協力者を増やさなければならない」とし、今後もこ

うした研修機会を設けることとして、閉会しました。 

 参加者からは「美利河ダムの敷地にこんな遺産があるとは知らな

かった。見学会を楽しみにしています。」や「北海道遺産のPR効果

は大きい。道案内だけでも協力したい。」との声がありました。 

 教育委員会としては、春に現地見学会を開くとともに、多くの見学

利用に向けた整備を進め、この貴重な遺産の保存と活用を図る予定で

す。町民の皆様のご理解ご協力を宜しくお願いします。（宮本） 

■ 北海道遺産の活用について意見を交わす 

～今金町地域・人づくりフォーラムが開催されました～ 
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2023年度 今金町民センター図書室利用案内 

 

開室日             休室日 

水・木曜日 13:00～20:00   月・火曜日 

金曜日   13:00～17:00   年末年始 

土・日曜日     9:00～17:00 

（12:00～13:00は閉室） 

 

※火～日曜日の閉室時の本の返却

は１階事務室でも行えます。総合

体育館入口の返却ポストもご利用

ください。 

少しずつ春を感じ

はじめてきました

ね。４月よりおは

なし会も始まりま

す。ぜひ、図書室

へ来てください。 

 

家読(うちどく)４コマまんが ※家読とは…家族で読書習慣を共有し絆を深める活動 

４ １ 

■移動図書館車ブックン 運行予定日 

４月18日／５月９日／６月６日 
 

※日程が変更になる場合があります

ので、あらかじめご了承ください。 
図書室蔵書検索はこちらから → 

「おはなしころりん」 こどもの読書週間特別企画おはなし会 

働く車の本の紹介や読み聞かせ、消防士さんのお話に本物の消防

車が見学できますよ。みんなで遊びに来てくださいね♪  

●ピリカ遺跡ボランティアの会（小田島輝志会長） 

  「わかりやすい手引き書や解説マニュアルが必要」 

●社会教育委員会（山崎周一委員長）  

  「まずは、町民向けの現地見学会の開催を」 

●今金町校長会（久慈学会長）   

  「学校授業で子どもたちに砂金掘り体験の機会を」 

▲長沼講師の基調講演 

▲パネリストの小田島会長（左）・山崎委員長 

▲パネリストの久慈会長（右） 



 

 

 今金中学校新校舎いよいよ完成 

教育委員会 小野
お の

  嘉代子
か よ こ

 委員 

社会教育委員によるコラムリレーを掲載しています! 

＜今金町社会教育委員会＞ 

委員長 山崎 周一  副委員長 日置 勇馬  

委員 久ヶ澤サユミ   委員 飯出 広行 

委員 久慈  学    委員 水戸部明子 

委員 和田 欣也    委員 安西 朋之 

社会教育委員として１年を終えて 
                              

委員  和
わ

 田
だ

 欣
きん

 也
や

（会社員） 

これからに期待を込めて  
             委員  安

やす

 西
にし

 朋
とも

 之
ゆき

（自営業） 

 社会教育委員になり、お陰様で１年が経ちました。 

 まだまだ駆け出しなので、社会教育委員とは何ぞやと言われると、回答には苦しみます

が…… 

 ただコロナも落ち着き、社会的にもコロナと上手く付き合いながら、先に進んで行こう

と言う機運が見られる中で、人と人との繋がりは、取り戻していかないといけないのでは

ないかと思っています。 

 私自身、商工会青年部の部員でもありますので、今年からは何か子どもたちが楽

しめるようなイベント等を少しずつでもできたら良いなと、勝手に思ったりもして

います。 

 「忙しい！忙しい！」とボヤきながらも、以前は毎年色々なイベントを行ってい

たことを懐かしく感じる程に、コロナが流行ってから時間が経ってしまいました。 

 ワイワイ賑やかに過ごせる時が早く戻ってきて欲しいと願っています。 

 暖かい日差しが雪解けを加速させ、すっかり季節は春へと移り変わろうとしています。

依然として新型コロナウイルスは、数こそ減っていますが、共存している状態です。 

 しかし、５月には５類感染症へと引き下げられることになり、対策こそ残りますが、制

限や中止といった形で自粛されていた様々な活動が、やっと動き出すのではないかと思い

ます。 

 やはり、人の気づきの部分の成長は、活動に参加してみて得

る体験や体感、人との交流や出会い、会話することで、成し得

るものなのかなと思います。同じく、子どもの成長にも通ずる

ものと捉えます。 

 春を迎え、新しい年度が始まります。新しい土地、場所にお

いて、新しい仲間と気持ちも新たに活動がスタートします。た

くさんの人の交流、出会いが生まれ、それぞれが笑顔で楽しく

いろいろなことに挑戦できる年になると良いなと思います。 

２ ３ 

■ 令和４年度北海道子どもかるた大会 今金Aチーム３位入賞！ 

 雪解けが待ち遠しい季節となりました。 

 待ち遠しいことがもう一つ。今金中学校新校舎が完成し、いよいよこの４月から新

しい校舎で学ぶことができます。 

 現・中学校校舎が建て替えられたばかりのころ、当時、私は中学生で、何もかもが

新しくワクワクした気持ちで毎日登校していたのを思い出します。中でも、給食は教室で食べる物と思って

いた時代に、食堂で全学年一緒に食べることに斬新さを感じていました。クラスごとの場所は決まっていま

したが、席は決まっておらず、毎日顔ぶれが変わり、給食時間が楽しかった記憶があります。 

 コロナ禍となり、給食時間には感染防止のための対策が示されておりますが「適切な措置を講じた上で、

会話を行うことは可能」となっています。 

 しかし、コロナ禍前のように戻れるのはいつなのでしょうね。 

 会話を楽しみ、コミュケーションを取りながらの食事など、ま 

た気兼ねせずにできる日がくることを願う日々です。 

 雪が解けるころには、大人も子どもも食を楽しみ、出会いが多い 

春をワクワクしながら待つ季節となりますように…… 

 ２月19日、令和４年度北海道かるた大会（一般社団法人北海

道子ども会育成連合会主催）が、札幌市定山渓ビューホテルを

会場に３年ぶりに開催されました。新型コロナウイルス感染症

対策等の制限がある中、全道から小学生の部、中学生の部の各

部門16チームの参加がありました。 

 今金町からは、小学生２チーム（今金Ａ・今金Ｂ）、中学生

１チーム（今金Ｃ）が檜山地区代表として出場しました。今金

Ｂ・今金Ｃチームは、健闘虚しく１回戦惜敗となりましたが、

今金Ａチームは準決勝で今大会優勝した新十津川町「魁」に敗

れたものの、３位決定戦で室蘭市「花吹雪椿」に見事勝利し、

平成22年以来12年ぶりの３位入賞となりました。 

 参加した選手は、「中学校に行っても頑張りたい」と意気込

んでいました。選手の皆さんお疲れ様でした！ （樋口） 

小学生の部 ３位 今金Ａチーム 

〈メンバー〉 

今金小学校６年   近藤  李莉さん  

今金小学校６年 平原菜乃葉さん 

種川小学校６年 坂上実乃俐さん 

▲青年会議の活動（わくわくフェスティバル） 


